
 

 1 

第２回山那区地元説明会質問等要旨 

 

○日 時  平成２５年１１月１０日（日） 午後７時～午後８時３７分 

（１時間３７分） 

○場 所  山名学習等供用施設 

○出席者  山那区住民２９名（２９世帯） 

○傍聴者  江南市議会議員３名、扶桑町議会議員１名、江南市民２名 

江南市  市長、副市長、生活産業部長、広域ごみ処理施設建設対策室長始め５名 

扶桑町  町長、副町長、産業建設部長、産業環境課長始め４名 

準備室  尾張北部地域ごみ焼却処理広域化第１小ブロック会議準備室長始め準備室員

２名 

一般財団法人 日本環境衛生センター技術調査役 

 

 (1) 環境への疑問に関するもの 

質 問 ・ 意 見 等 回     答 

・前回の説明会と豊田市の渡刈クリーンセン

ターの見学を通じて、安心安全を感じた。 

ただし、本年８月に岐阜羽島衛生施設組合

のごみ処理施設のデータが改ざんされてい

たという事件があったが、この事例を踏まえ

て、どのような対策を取るのか。 

・この件については、関係者に聞き取りを行

っている。 

解決策としては、業者任せにしないという

こと、コンプライアンスが重要なこと、デー

タを修正できるようなシステムにしないこ

となどである。 

なお、大口町にある江南丹羽環境管理組合

はデータが修正できないシステムになって

いる。 

 

・地元同意後に、地元の住民が参加できる委

員会を設置するとのことであるが、施設の稼

動後も、定期的に検査結果の報告などを行う

ような委員会が組織されるのか。 

・地元同意の後に、地元の皆さんも入って立

ち上げる施設整備検討委員会で、施設規模、

処理方式などについて検討していただく。 

江南丹羽環境管理組合では、地元の方も入

った公害防止委員会があり、年５回ほど会議

を持って、ダイオキシン類などの調査結果の

報告、他施設の視察等、地元との連絡組織と

なっている。新施設でも同じような考え方で

進めていく。 

 



 

 2 

質 問 ・ 意 見 等 回     答 

・江南丹羽環境管理組合では、年１回１４か

所で土壌のダイオキシン類の調査が行われ

ているということであるが、これは毎年同じ

場所で行っているのか。 

土壌の調査以外に、例えば作物の検査を行

っているのか。 

・施設に隣接する大口町河北上郷区と犬山市

羽黒第二区から、それぞれ７か所ずつ選定を

しているが、過去のデータと比較するため

に、毎年同じ場所で調査している。 

その結果は、お地元と約束した自主規制値

の２５０ｐｇ－ＴＥＱ／ｇを大幅に下回っ

ている。なお、作物の検査は行っていない。 

 江南丹羽環境管理組合では、リアルタイム

で排ガスの数値を表示しているが、その数値

は、国の基準値よりもかなり低い。 

・土壌調査の１４か所の中には、山那地区が

入っているのか。 

・江南丹羽環境管理組合の事例であるため、

お地元の大口町河北上郷区と犬山市羽黒第

二区で実施している。新施設が中般若町北浦

に建設されることになれば、お地元の方と相

談しながら実施することになる。 

・犬山市や大口町からのごみの運搬車が山那

地区を通過することになるが、ルートや交通

安全対策に対して、どのような考えを持って

いるのか。 

・犬山市や大口町からのごみの運搬車は幹線

道路を通行し、狭い生活道路を通行すること

はない。どの道を通れば最適かについては、

今後、皆さんと共に考えていきたい。 

皆さんの安全を確保するための交差点改

良、道路拡幅、通学路の整備などについては、

皆さんのご要望をお伺いして、しっかりと検

討していく。 
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質 問 ・ 意 見 等 回     答 

・２市２町のパッカー車の台数は、１日平均

延べ９４台で、単純に８時間で割ると１時間

当たり１２台ということであるが、実際には

平均どおりにはいかない。できるだけ実態に

合ったデータの提示をお願いしたい。 

 

 

 

・山名小学校があるため、安全面への考慮を

お願いする。 

・江南丹羽環境管理組合においては、渋滞は

発生していない。例えば、名古屋市の五条川

工場は、中般若町北浦と同じような地理的条

件で、五条川の河川敷に施設があり、堤防道

路を通ってアクセスし、それに加えて、施設

規模が２市２町の倍以上で、町の真ん中にあ

るが、渋滞は発生していない。 

 

・１時間当たり１２台の中には、江南市のパ

ッカー車も入っているが、江南市のパッカー

車が山名３郷を走ることはない。この地区に

は山名小学校があることを踏まえて、施設整

備検討委員会でアクセス道路について検討

していくことになる。 

・犬山市のパッカー車は堤防道路を通り、大

口町のパッカー車は扶桑町内を通るにして

も、江南市側の県道愛岐大橋線からアクセス

することになると思う。 

・確定ではないが、そのようなルートになる

と考えている。江南丹羽環境管理組合におい

ては、大半の車両が手前のパチンコ屋の前の

道を通るが、このことと同様に、２市２町の

車両のすべてが山名学習等供用施設の前の

道を通るものではない。 

 

(2) 施設に関するもの 

質 問 ・ 意 見 等 回     答 

・ごみの焼却場からは焼却灰が出ると思う

が、中般若町北浦地内に埋立場を造るのか。

それとも、別の場所で処分するのか。 

・見学会を行った４施設については、ガス化

溶融炉、又は灰溶融炉を併設しており、焼却

灰は出ず、スラグという数ミリの玉のような

形で出てくる。このスラグについては、道路

の資材等として利用が可能で、そうなれば埋

立場は必要ない。 

ただし、ごみの焼却で止めて灰を外部で委

託処理するか、ごみの溶融処理を行うのかに

ついては、今後、施設整備検討委員会を立ち

上げ、皆さんと共に検討していくことにな

る。 
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 (3) その他 

質 問 ・ 意 見 等 回     答 

・地域振興策については、いろいろな事例が

挙げられ、地元要望をしっかりと聞いて、実

施するということであるが、地元としては、

是非しっかりとやってほしいと思う。 

見学会で２施設に行ったが、立派な設備が

併設されていた。入浴施設を造るのは簡単だ

が、近くには民間や福祉センターの風呂があ

り、１０年、１５年経った時に、利用者がい

ないということになっては駄目だ。会議室や

研修室も良いが、それらは本当に使われるの

かということも含め、やはり地域住民のこと

を最重点に置いて考えていただきたい。 

また、ごみ処理施設とずっと付き合ってい

かなければいけないということを考えると、

区の行事に協力したり、補助金を出すという

ことも考えていただきたい。 

結局、それらは税金を使う訳で、価値のあ

る地域振興策を行ってほしい。 

・地域振興策の実施に当たっては、地域住民

のために実施するということが大前提にあ

る。どういった地域振興策が良いのかについ

ては、今後、皆様方のご意見をお伺いしなが

ら、進めていきたいと考えている。 

区の行事への協力、補助金については、実

際、江南丹羽環境管理組合でも協力費を毎年

支払っている。ただし、そのことについては、

地元同意後に皆さんからの要望をいただい

て、なおかつ、２市２町で検討をさせていた

だくことになる。 

・山那区は地元に入るのか。地域の活性化の

対象なのか。その答えによって、この事業へ

の対応が違ってくる。 

・地元説明会の開催については、候補地のあ

る中般若区と、そこに隣接する般若区と草井

区を地元と捉えている。また、中般若区に隣

接する扶桑町の小淵区を始め、この山名３郷

を地元と捉え、ご説明を申し上げているとこ

ろである。今後、山名３郷を含め、同意を得

ていきたいと考えている。 

・説明会を、江南市の地元では３回実施して

いるが、山那区は２回である。ということは、

今後、３回目の説明会が行われるのか。 

・地元の皆さんとは、しっかりと情報交換を

していかなければならないと考えている。今

後のことについては、扶桑町や地元の区長、

区の役員の方とご相談しながら、決めていき

たい。 

 


